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【緒言】 
筋収縮の分子メカニズムを研究するためにアクト・ミオシン再構成運動系が用いられる[1]。

この系では、アクチン繊維が絶えず細かな屈曲を生成・伝播させながら滑り運動をする様子

が観察される。この屈曲の生成頻度はATP加水分解の増加に伴って変化することから、これ

らの屈曲はアクチンとミオシンとの相互作用に起因して生成するものと考えられる。 
本研究では、この滑り運動の記録映像を画像解析することによって、屈曲の生成・伝播を

詳細に分析し、アクチンとミオシンの相互作用に関する情報の抽出を試みる。 
 

【方法】 
再構成運動系においてATP非存在下と1～2 μM ATP存在下でのアクチン繊維の屈曲伝播を

観察した。この0～2 μM ATP条件下では、アクチン繊維は移動せずに前後方向に小刻みに揺

らいでいた。再構成運動系で観察されたアクチン繊維の顕微鏡像に平滑化、収縮、細線化、

平均化を施して、アクチン繊維の骨格データ列を得た。このアクチン繊維の骨格データ列に

沿って、連続する3点からなる屈曲角度の時間変化をキモグラフにまとめた。また、屈曲角度

の時間変化をより詳細に調べるために、局所で発生した屈曲の伝播方向と伝播速度とを求め

て屈曲伝播のベクトルを図にまとめた。 
 

【結果】 
ATPの有無で屈曲伝播の特性を比較した結果、1～2 μM ATP存在下でのアクチン繊維は

ATP非存在下に比べて、屈曲の発生と消失との発生頻度が高かった。また、屈曲が同一方向

に連続して伝播した長さである伝播距離とその伝播速度とを求めた。その結果、アクチン繊

維の後端方向から先端方向に向かう屈曲の伝播距離が、ATP濃度の増大に伴って微増する傾

向が見られた。これは、アクチン繊維の後端方向から先端に向かう屈曲がATP濃度が高いほ

ど遠位まで伝播することを示す。他方、後端に向かう屈曲の伝播距離は、ATP濃度に依存せ

ずに一定である傾向が見られた。 屈曲伝播速度はATP濃度の増加に伴って、屈曲伝播速度の

大きな領域の分布が増大した。これらのことより、屈曲はATP加水分解反応と関係があり、

特に屈曲の生成部位はアクチンとミオシンの相互作用部位と考えることができる。 
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